
















































































































O 高校、S 高校、H 高校の四校である。見取り図












商業科（1963～） → H 高校商業科へ（2008～）
S 分校（1964～） → S 高校へ（1970～）
水産科（2009～） ← H 水産高校（1948～）募集停止
O 高校：普通科（1949～）
農業科（1949～） → O 農業高校（1965～）→ H 高校農業科へ（2008～）
S 高校：普通科（1970～）
H 高校：農業科（2008～）
工業科（2008～） ← O 工業高校（1962～）募集停止
商業科（2008～）


















て、T 校（進学者 9割強、就職者 1割弱）、O 校
（進学者 95％以上、就職者は数名）、H 校（進学





ジションにある T 校、O 校にも、割合は低いと
はいえ、高卒で就職していく生徒が存在している。
入学前から高卒就職を希望する生徒であっても、
居住地の条件から地元の T 校、O 校を受験する
ことがあるし、実際に合格するということである。























えば、K 地域では S 高校のような学校に、そう
した進路未定者が多数生まれる可能性があるよう





























































































































































































































































































































2） cf. ORCD, From Initial Education to Working 


























連関」『教育社会学研究』第 88 集、2011 年























12） O 高校出身で、現在は大学に在学中の A さん












15） 地元で縫製会社を営む H 社での社長インタ







成 25 年 3 月新規学校卒業者の求職動向一覧表」





から（2012 年 11 月 26 日実施）
20） K 地域のハローワーク提供「新規高等学校卒業
生の就職状況（平成 14 年～平成 24 年）」
21） 註 19 と同じ
















24） 註 19 と同じ
25） 註 19 のインタビュー、T 高校の進路指導担当
の教員へのインタビュー（2012 年 6 月 14 日実
施）、S 高校の進路指導担当の教員へのインタ
ビュー（2012 年 11 月 27 日実施）から
26） 註 19 の T 高校インタビューから
27） O ハローワークの所長および高校新卒担当の職
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地方高校生の高卒後進路行動と震災
業指導官へのインタビュー（2012 年 6 月 14 日
実施）から
28） 地元企業 T 社での若手社員へのインタビュー
（2012 年 11 月 26 日実施）から
29） 註 28 と同じ
30） 地元企業 D 社でのインタビュー（2013 年 2 月
18 日）から
31） 註 12 と同じ




34） 註 23 の文献を参照。
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KOMIKAWA Koichiro
Have Students’ Future Pathways from Local High 
Schools Changed after 3.11? :
Focusing on the High Schools in Area K of Iwate Prefecture
　In this paper, I tried to make several 
considerations on the studentsʼ future pathways 
after leaving high schools. Research questions 
were as follows; 
1） How was the studentsʼ choice of career 
courses decided after graduating high 
schools in area K of Iwate Prefecture?
2） Was such structure of studentsʼ choice 
changed after the Great East Japan 
Earthquake in 2011?
　As a result of analysing statistical data and 
interview investigation, the structure has not 
transformed.
3） Why has not such structure changed 
after 3.11, in 2011?
　How do I think about this structureʼs 
immobility? It may suggest that such a 
immovable structure reﬂects the hopeless 
ʻrealityʼ of local areas in contemporary Japan 
and high schools situated in such regions.
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